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は
じ
め
に

　

一
九
三
一
年
十
一
月
十
九
日
、
不
慮
の
飛
行
機
事
故
に
よ
り
、
新
月
派
詩
人
・
徐
志
摩
は
三
十
四
年
間
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
事

故
後
、
陳
夢
家
は
邵
洵
美
に
依
頼
さ
れ
、
徐
志
摩
が
生
前
書
い
た
詩
作
を
選
び
、
遺
作
詩
集
を
編
纂
し
て
刊
行
し
た
。「
雲
遊
」
は
そ
の

詩
集
中
の
一
首
で
あ
り
、
ま
た
其
の
詩
集
の
題
名
で
も
あ
る（

１
）。
当
時
、
徐
志
摩
の
妻
で
あ
っ
た
陸
小
曼
は
「
序
文
」
の
中
で
、「
洵
美
が

私
に
摩
の
『
雲
遊
』
の
序
文
を
書
か
せ
た
が
、
私
は
未
だ
に
彼
の
こ
の
「
雲
遊
」
が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雲

遊
、
そ
の
通
り
、
彼
は
正
に
雲
の
よ
う
に
自
由
に
遊
び
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
徐
志
摩
に
関
す
る
記

念
集
や
論
文
集
等
は
、
数
多
く
「
雲
遊
」
そ
の
言
葉
を
題
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る（

２
）。
旅
と
い
う
も
の
は
、
徐
志
摩
に
と
っ
て
文
学
創

作
の
対
象
で
あ
り
、
霊
感
の
源
流
で
も
あ
る
。
空
で
人
生
の
旅
立
ち
を
終
結
し
た
徐
志
摩
を
「
雲
遊
詩
人
」
と
称
す
る
こ
と
は
ま
さ
に

相
応
し
い
だ
ろ
う
。
詩
人
と
し
て
の
徐
志
摩
は
、
嘗
て
様
々
な
国
と
地
域
へ
遊
歴
し
た
。
そ
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
旅
先
の
一
つ
と
い

え
ば
、
三
回
も
訪
れ
た
日
本
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
従
来
、
魯
迅
や
周
作
人
ま
た
創
造
社
の
作
家
達
い
わ
ゆ
る
「
親
日
派
作
家
」
に
関
す

る
研
究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
た
が
、
徐
志
摩
の
よ
う
な
「
欧
米
留
学
派
」
の
作
家
と
日
本
の
関
係
は
い
ま
だ
究
明
さ
れ
て
い
な
い
課
題

は
多
い
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
同
名
詩
作
「
留
別
日
本
」
の
比
較
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

彼
の
一
連
の
日
本
を
主
題
と
し
た
紀
行
詩
文
に
焦
点
を
当
て
、「
雲
遊
詩
人
」
徐
志
摩
に
於
け
る
日
本
像
の
考
察
及
び
解
釈
を
試
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
沫
若
の
作
品
と
の
比
較
的
分
析
に
よ
っ
て
、
中
国
近
代
作
家
の
日
本
像
の
多
様
性
も
提
示
し
た
い
。
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「
雲
遊
詩
人
」
徐
志
摩
の
目
に
見
る
日
本

	

―
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
と
比
較
し
て
―



一　

三
回
の
日
本
滞
在
と
二
首
の
「
留
別
日
本
」

　

徐
志
摩
と
日
本
と
の
直
接
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
旅
人
と
し
て
日
本
に
三
回
滞
在
し
た
事
実
だ
け
で
、
地
縁
的
に
も
深
い
関
係
に

あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
日
本
の
風
景
や
人
情
は
彼
の
創
作
欲
を
活
性
化
さ
せ
る
主
題
で
あ
り
、
日
本
を
背
景
と
し
て
綴
っ

た
文
章
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
徐
志
摩
の
日
本
滞
在
の
実
情
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
回
目
：
一
九
一
八
年
八
月
、

南
京
号
で
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
留
学
に
行
く
途
中
東
京
に
上
陸
。
二
回
目
：
一
九
二
四
年
、
タ
ゴ
ー
ル
訪
日
の
随
員
と
し
て
本
格
的
な

日
本
訪
問
を
実
現
。
三
回
目
：
一
九
二
八
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
行
に
行
く
途
中
、
神
戸
や
横
浜
を
経
て
上
京
。

『
神
戸
又
新
日
報
』（
一
九
二
八
年
六
月
二
十
日
）
の
記
事
「
南
京
政
府
の
或
る
使
命
を
帯
び
て
」
は
、
三
回
目
と
な
る
来
日
の
時
期
、

ル
ー
ト
、
目
的
等
を
報
道
し
て
い
る（

３
）。

　

徐
志
摩
が
日
本
を
詠
み
込
ん
だ
詩
の
中
に
は
、
一
九
二
四
年
夏
に
書
い
た
「
留
別
日
本
」（『
志
摩
的
詩
』
所
収
、
北
新
書
局
、

一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
一
九
二
三
年
の
四
月
に
、
郭
沫
若
も
同
じ
題
名
の
作
品
を
書
き
、
同
年
五
月
九
日
に
雑

誌
『
孤
軍
』（
第
一
巻
第
八
、
九
合
併
号
）
に
発
表
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
当
時
の
詩
壇
に
お
け
る
二
大
天
才
詩
人
が
期
せ
ず

し
て
同
名
の
作
品
を
書
い
た
の
は
興
味
深
い
。
先
ず
、
書
か
れ
た
二
つ
の
「
留
別
日
本
」
の
創
作
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

タ
ゴ
ー
ル
に
付
き
添
っ
て
訪
日
し
た
徐
志
摩
は
、
帰
国
後
廬
山
へ
休
養
に
行
き
、
そ
こ
で
タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
で
行
っ
た
講
演
を
翻
訳
し

た
。
そ
の
過
程
で
、
訪
日
の
思
い
出
が
引
き
出
さ
れ
、
著
さ
れ
た
の
が
「
留
別
日
本
」
で
あ
る
。
一
方
、
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
は
、

彼
が
十
年
の
留
学
を
終
わ
っ
て
、
一
九
二
三
年
四
月
に
家
族
と
共
に
日
本
を
離
れ
、
中
国
へ
向
か
う
時
の
心
情
を
詩
句
で
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
郭
沫
若
の
自
伝
『
創
造
十
年
』
に
、「
一
九
二
三
年
三
月
、
福
岡
に
丸
四
年
七
ヶ
月
住
ん
だ
私
は
、
と
も
か
く
医
科
大
学
を
卒

業
し
た
。
…
…
北
京
へ
は
行
か
ず
、
家
族
を
連
れ
て
や
は
り
上
海
へ
帰
っ
た
。
出
発
し
た
日
は
ち
ょ
う
ど
四
月
一
日
だ
っ
た
」
と
記
し

て
い
る（

４
）。
帰
国
ル
ー
ト
は
北
九
州
門
司
港
か
ら
の
船
旅
で
あ
り
、
一
日
も
か
か
る
海
上
帰
途
は
、
ま
さ
に
彼
に
日
本
に
対
す
る
複
雑
な

思
い
と
母
国
に
対
す
る
憧
れ
を
喚
起
さ
せ
る
機
会
を
与
え
た
。
ま
た
、「
留
別
日
本
」
の
結
末
に
は
「
四
月
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
詩
は
郭
沫
若
が
四
月
一
日
帰
国
の
途
中
で
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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二　

同
名
作
の
裏
：「
涙
浪
滔
滔
」
事
件
を
め
ぐ
る
二
人

　

実
は
、
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
著
作
の
中
に
は
、
作
品
に
限
ら
ず
、
書
名
が
全
く
同
じ
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る（

５
）。

具
体
的
な
内
容
を
徐

志
摩
の
散
文
集
『
落
葉
』（
一
九
二
六
年
六
月
、
北
新
書
局
出
版
）
の
「
序
文
」
か
ら
引
用
す
る
。

　

こ
の
本
の
書
名
は
剽
窃
の
疑
い
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。「
落
葉
」
は
一
昨
年
九
月
に
書
い
た
も
の
で
あ

る
。
去
年
三
月
渡
欧
す
る
ま
え
に
、
伏
園
さ
ん
が
本
を
出
版
す
る
こ
と
で
私
を
訪
ね
て
き
た
と
き
、
こ
の
書
名
に
し
よ
う
と
決
め

た
。
し
か
し
、
意
外
に
も
最
近
郭
沫
若
さ
ん
も
『
落
葉
』
と
い
う
小
説
を
出
版
し
た
。
最
初
書
名
を
変
え
よ
う
と
考
え
た
が
、
本

が
同
名
と
い
う
こ
と
は
人
間
が
同
名
で
あ
る
よ
う
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
こ
と
な
の
で
、
大
丈
夫
だ
と
考
え
を
変
え
た
。
そ
の

上
、
北
新
は
一
年
前
に
も
う
広
告
を
出
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
名
を
そ
う
し
て
お
い
た
。
幸
い
、
本
書
の
性
質
は
郭
君
の
も
の
と

は
全
く
違
う
か
ら
、
郭
さ
ん
の
器
量
で
は
、
私
を
剽
窃
者
な
ん
て
呼
ば
な
い
は
ず
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
徐
志
摩
が
郭
沫
若
と
ど
う
い
う
事
柄
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
一
九
二
三
年
の
春
、
徐
志
摩
は
中
学
の
同
級
生
・

郁
達
夫
の
紹
介
を
通
じ
て
当
時
上
海
に
い
る
郭
沫
若
と
知
り
合
っ
た
。
詩
人
で
あ
る
二
人
は
そ
も
そ
も
互
い
に
親
近
感
を
持
っ
た
が
、

徐
志
摩
が
胡
適
の
編
集
す
る
『
努
力
週
報
』
五
十
一
号
に
発
表
し
た
「
雑
記
―
假
詩
、
壊
詩
、
形
似
詩
」（
一
九
二
三
年
五
月
六
日
）

で
、
郭
沫
若
の
「
涙
浪
滔
滔
」
と
い
う
詩
句
の
表
現
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
間
に
隙
間
風
が
吹
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の

事
実
は
有
名
で
、
多
く
の
先
達
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る（

６
）。

紙
幅
の
関
係
で
、
こ
こ
で
詳
し
く
は
論
じ
な
い
が
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
る

二
人
の
新
詩
に
対
す
る
認
識
を
中
心
に
抜
き
出
し
て
み
た
い
。
徐
志
摩
は
前
述
し
た
文
章
で
、
郭
沫
若
の
詩
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

私
は
あ
る
新
詩
を
思
い
出
す
。
題
目
は
数
ヶ
月
前
の
故
居
を
再
訪
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
詩
人
は
自
分
の

以
前
の
ベ
ッ
ド
と
机
を
撫
で
、
窓
の
外
の
雲
と
川
の
景
色
を
眺
め
、
思
い
が
け
ず
感
傷
的
に
な
り
、
こ
ら
え
き
れ
ず
に
―

　
「
…
…
涙
浪
滔
滔
」
…
…
も
と
よ
り
彼
が
本
当
に
涙
を
流
し
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
流
し
た
と
し
て
も

浪
と
な
っ
て
さ
ら
に
滔
滔
と
は
少
な
く
と
も
な
ら
な
か
っ
た
と
お
も
う
。
…
…
要
す
る
に
、
形
容
が
実
を
失
え
ば
一
種
の
偽
物
で

あ
る
。
泣
く
こ
と
を
形
容
す
る
字
句
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、
泉
が
湧
く
に
喩
え
、
雨
が
に
わ
か
に
降
る
に
喩
え
る
な
ら
ば
ま
だ
筋
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が
通
る
。
だ
が
、「
涙
浪
滔
滔
」
と
は
誰
が
想
像
で
き
よ
う
か
。

　

徐
志
摩
に
批
判
さ
れ
た
詩
句
「
涙
浪
滔
滔
」
は
、『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
二
二
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
郭
沫
若
が
郁

達
夫
に
送
っ
た
書
簡
「
海
外
帰
鴻
・
一
」
の
中
の
一
首
「
重
過
旧
居
」
に
見
え
る
。『
創
造
十
年
』
に
よ
っ
て
、
一
九
二
一
年
夏
、
三
ヶ

月
ぶ
り
に
福
岡
へ
帰
っ
た
彼
は
、
家
主
に
追
い
出
さ
れ
た
妻
子
と
子
供
を
探
し
出
し
た
後
に
、
以
前
住
ん
で
い
た
家
を
見
に
行
き
、
以

前
の
思
い
が
一
度
に
襲
っ
て
来
て
、
涙
が
溢
れ
出
し
た
の
で
あ
る
。
徐
志
摩
は
郭
沫
若
が
こ
の
作
品
に
託
し
た
辛
い
思
い
を
、
作
者
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
徐
志
摩
に
と
っ
て
、
こ
の
詩
句
を
指
摘
す
る
こ
と
を
借
り
て
郭
沫
若
の
人

柄
を
風
刺
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
同
じ
文
章
の
中
で
、
彼
は
文
芸
批
評
に
対
す
る
認
識
を
、「
評
論
家
の
仕
事
は
作
品
の

真
偽
を
評
論
し
、
作
品
の
優
劣
を
判
断
す
る
。
彼
は
文
芸
界
の
裁
判
官
で
あ
る
。
彼
は
美
を
追
求
す
る
情
熱
が
あ
り
、
仇
の
よ
う
に
偽

り
を
憎
む
義
憤
が
あ
る
。
彼
が
よ
い
作
品
を
褒
め
る
目
的
は
こ
の
よ
う
な
作
品
を
奨
励
し
、
虚
偽
的
な
作
品
を
排
斥
し
、
芸
術
の
正
義

と
尊
厳
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
…
…
詩
も
真
詩
、
悪
い
詩
と
で
た
ら
め
な
詩
に
分
け
ら
れ
る
。
…
…
真
詩
は
情
緒
が
調
和
し
た
う
え

（
対
立
を
越
え
て
）
自
ず
か
ら
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
語
っ
て
い
る
。「
雑
記
―
假
詩
、
壊
詩
、
形
似
詩
」（
五
月
六
日
）
を
発
表

し
た
直
後
の
五
月
三
十
日
に
、
徐
志
摩
は
北
京
師
範
大
学
附
属
中
学
に
て
「
詩
人
和
詩
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
自
分
の
「
真
詩
観
」

を
宣
言
し
て
い
る（

７
）。

　

詩
は
人
々
の
感
受
性
と
情
緒
の
発
生
を
描
く
。
…
…
同
時
に
、
一
種
の
潜
在
意
識
―
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
深
い
感
動
を
潜
在
意
識
の
中
に
溶
か
し
、
結
晶
さ
せ
る
。
そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
一
首
の
詩
が
で
き
た
と
言
え

る
。
…
…
詩
は
極
上
品
で
か
つ
純
粋
な
も
の
で
あ
り
、
容
易
く
作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
発
表
す
る
た
め
に
作
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
詩
の
真
義
を
得
て
、
ま
ず
そ
れ
を
心
の
中
に
溶
か
し
、
如
何
し
て
も
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
心
か
ら
飛
び
出
そ
う
と

す
る
と
き
、
そ
れ
を
書
き
出
す
。
こ
う
し
て
書
い
た
詩
は
い
わ
ば
真
詩
で
あ
る
。

　

徐
志
摩
は
「
真
詩
」
を
書
き
、「
真
の
詩
人
」
に
な
る
為
に
は
、
個
人
の
感
受
性
と
想
像
力
を
養
い
、
真
の
情
緒
を
強
化
し
た
上
で
自

然
に
表
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
帰
国
早
々
、
文
壇
の
あ
り
さ
ま
を
良
く
知
ら
な
い
徐
志
摩
は
、
新
詩
に
対
す
る
思

い
を
忠
実
に
表
わ
し
、
ま
さ
に
こ
の
「
真
詩
」
を
基
準
に
、
郭
沫
若
の
作
品
を
例
と
し
て
純
粋
な
文
芸
批
評
を
綴
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
創
造
社
の
作
家
達
と
物
議
を
醸
す
こ
と
に
な
っ
た
。
誰
の
詩
と
明
記
し
な
い
ま
ま
「
涙
浪
滔
滔
」
と
い
う
詩
句
を
例
と
し
て

121

「
雲
遊
詩
人
」
徐
志
摩
の
目
に
見
る
日
本



批
判
し
た
こ
の
文
章
を
、
創
造
社
の
郭
沫
若
の
親
友
た
ち
は
「
沫
若
の
詩
を
攻
撃
し
、
沫
若
の
人
格
を
侮
辱
す
る
意
図
が
こ
の
文
章
の

す
べ
て
だ
」
と
理
解
し
た
の
で
あ
る（

８
）。
当
時
、
徐
志
摩
の
作
品
が
胡
適
主
編
の
『
努
力
週
報
』
に
最
も
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
で
に
徐
志
摩
を
胡
適
の
一
派
と
見
な
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
創
造
社
が
胡
適
主
編
の
『
努
力
週
報
』
や
文
学
研
究
会
と

感
情
的
に
対
立
し
て
い
た
情
況
も
あ
り
、
こ
の
徐
志
摩
と
郭
沫
若
と
の
事
件
は
、
当
事
者
の
意
を
越
え
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
文
壇
に
お
け
る
派
閥
の
関
係
を
全
く
知
ら
ず
に
こ
の
論
争
の
巻
き
添
え
と
な
っ
た
徐
志
摩
は
、
返
事
と
し
て
「
天
下
本
無
事
」

を
書
き
、『
晨
報
副
鐫
』
第
一
五
三
号
（
同
年
六
月
十
日
）
に
発
表
し
た
。
誠
意
を
こ
め
て
初
志
と
弁
解
を
し
た
た
め
、「
自
分
の
文
章

は
一
般
論
を
語
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
偽
詩
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
沫
若
を
偽
人
と
い
う
つ
も
り
な
ど
全
く
な
い
、
偉
大
な
詩
人
に
も
つ

ま
ら
な
い
詩
は
あ
る
の
だ
か
ら
」
と
釈
明
し
て
い
る
。
更
に
、「
詩
壇
に
誰
の
も
の
が
最
も
優
れ
る
の
か
と
聞
か
れ
る
度
に
、
私
は
必
ず

第
一
に
郭
沫
若
を
推
薦
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
初
期
の
実
験
作
が
見
習
う
ほ
ど
の
も
の
に
値
し
な
い
こ
と
も
隠
さ
な
い
」
な
ど
の
や
や

ほ
の
め
か
し
た
評
価
に
、
詩
人
同
士
と
論
争
の
ラ
イ
バ
ル
の
身
分
が
重
な
り
、
郭
沫
若
に
対
し
て
徐
志
摩
の
プ
ラ
イ
ド
が
顔
を
覗
か
せ

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
十
年
代
前
半
ま
で
、
郭
沫
若
は
、
新
詩
の
創
作
ま
た
い
わ
ゆ
る
文
芸
創
作
に
つ
い
て
、
如
何
に
認
識
し
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
新
詩
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
頃
の
彼
は
、
一
九
二
〇
年
二
月
十
六
日
宗
白
華
宛
の
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

９
）。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、「
詩
は
自
然
の
模
倣
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
私
は
こ
の
言
葉
は
、
い
わ
ゆ
る
写
実
家
が
描
写
に
忠
実

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
詩
の
創
作
の
尊
さ
が
自
然
流
露
に
あ
る
と
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詩
の
生
成
は
、
自
然
物
の
よ

う
に
一
切
の
不
自
然
な
仕
種
を
混
ぜ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
新
体
詩
の
生
命
で
あ
る
、
と
私
は
思
う
。（
中
略
）
自
由

詩
、
散
文
詩
の
建
設
は
、
近
代
詩
人
が
す
べ
て
の
束
縛
に
縛
ら
れ
ず
、
全
て
の
既
成
形
式
を
打
破
す
る
こ
と
に
あ
り
、
詩
の
神
髄

は
も
っ
ぱ
ら
自
然
流
露
に
現
れ
る
こ
と
に
あ
る
。（
中
略
）
詩
の
文
字
は
、
す
な
わ
ち
情
緒
自
体
の
現
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
郭
沫
若
の
新
詩
観
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
以
上
引
用
し
た
部
分
か
ら
見
る
と
、
郭
沫
若
の
「
情
緒

の
自
然
流
露
説
」
と
徐
志
摩
の
「
真
の
情
緒
を
結
晶
、
自
然
に
表
現
」
の
「
真
詩
観
」
は
い
か
に
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
二
人
が
主
張
す
る
情
緒
の
現
す
方
式
と
方
向
は
全
く
反
対
で
あ
る
。
徐
志
摩
の
言
う
「
詩
の
真
義
を
得
て
、
ま
ず
そ
れ
を
心

の
中
に
溶
か
す
」
と
い
う
考
え
は
「
内
に
凝
縮
」
と
い
え
る
一
方
、
郭
沫
若
の
方
は
「
外
に
拡
張
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
彼
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ら
の
詩
作
の
実
際
か
ら
み
れ
ば
、
郭
沫
若
の
詩
作
は
規
則
に
縛
ら
れ
ず
、
自
由
な
詩
形
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
徐
志

摩
は
あ
る
程
度
の
規
則
の
範
囲
で
自
由
な
情
緒
を
表
現
す
る
。
そ
れ
故
に
、
郭
沫
若
の
詩
作
の
中
に
は
、「
情
緒
の
誇
張
」
や
「
力
の
崇

拝
」
な
ど
と
い
っ
た
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
逆
に
、
徐
志
摩
の
数
多
く
の
作
品
は
、「
情
緒
含
蓄
」
や
「
音
韻
調
和
」
と
し
て
絶
賛
さ
れ

る
。
観
念
上
の
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
の
本
音
を
現
す
「
涙
浪
滔
滔
」
は
徐
志
摩
に
「
偽
詩
」
と
罵
倒
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
涙
浪
滔
滔
」
の
事
件
後
、
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
歩
ん
で
行
く
道
は
全
く
別
方
向
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
は

言
え
、
徐
志
摩
が
常
に
郭
沫
若
の
文
筆
活
動
に
強
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
二
人
の
論
争
や
ま
た
『
落
葉
』
の
同
名
事
件
に
つ

い
て
の
釈
明
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
徐
志
摩
は
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
但
し
前
回
の
「
涙
浪
滔
滔
」
の
一
句
の
評
論
が
、
彼
を
予
期
せ
ぬ
論
争
に
巻
き
込
ま
せ
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
彼
は
そ
れ
を
戒

め
と
思
っ
て
、「
留
別
日
本
」
の
同
名
事
件
で
は
同
じ
よ
う
に
説
明
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
両
作
品
は
い
ず
れ
も
六
連
か
ら
構
成
さ
れ

る
抒
情
詩
で
あ
り
、
二
つ
の
「
留
別
日
本
」
は
形
式
に
お
い
て
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
徐
志
摩
は
同
時
期
に
「
沙
揚
娜
拉
十
八
首
」

も
書
い
た
以
上
、
な
ぜ
ま
た
「
留
別
日
本
」
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
徐
志
摩
が
、
郭
沫
若
に
書
か
れ
た
日
本
と
自
分
で
体
験
し

た
日
本
が
遥
か
に
違
う
こ
と
が
気
に
な
り
、
郭
沫
若
の
作
品
を
「
真
詩
」、「
純
粋
な
詩
」
で
は
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
論
争
を
避
け
る

た
め
に
批
判
せ
ず
、
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
を
意
識
的
に
模
倣
し
て
、
自
分
が
見
た
日
本
の
様
子
を
世
の
中
の
人
々
に
伝
え
た
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。三　

異
な
る
「
日
本
体
験
」、
両
極
端
の
「
心
象
風
景
」

　

さ
て
、
両
作
品
の
内
面
に
は
徐
志
摩
と
郭
沫
若
に
よ
る
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
。
作
家
の
作
品
の
内
面
に
は
往
々
に
し
て

作
家
が
所
属
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
団
体
の
風
格
や
美
学
理
念
ま
た
地
域
性
な
ど
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
留
学
し

た
郭
沫
若
は
創
造
社
の
中
心
で
あ
る
一
方
、
欧
米
に
留
学
し
た
徐
志
摩
は
新
月
社
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
同
名
作
品
に
焦

点
を
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
流
派
の
日
本
認
識
の
相
違
点
も
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
通
し
て
、
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
各
自
の
日
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本
体
験
を
考
察
し
た
い
。

　

タ
ゴ
ー
ル
の
一
九
二
四
年
の
日
本
訪
問
を
実
現
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
彼
ら
一
行
の
通
訳
を
担
っ
た
和
田
富
子
が
、「
私
は
、
朝

日
新
聞
社
の
門
司
支
局
長
と
相
談
し
て
、
日
本
滞
在
中
の
費
用
を
出
し
て
も
ら
い
、
大
阪
、
東
京
等
で
講
演
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
て
、

北
京
の
タ
翁
宛
に
電
報
を
打
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
語
っ
て
い
る）

（（
（

。
タ
ゴ
ー
ル
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
徐
志
摩
も
、
日
本
側
か
ら
十
分
な
経

費
支
援
を
得
ら
れ
た
。
し
か
も
、
貴
賓
と
し
て
優
遇
さ
れ
、
一
般
の
中
国
人
で
は
経
験
し
得
な
い
体
験
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
。
更
に
、
日
本
の
主
な
地
域
を
巡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
志
摩
は
関
東
大
震
災
後
の
復
興
に
お
け
る
日
本
人
の
一
所
懸
命
の
様

子
を
目
撃
し
、
日
本
人
に
対
す
る
好
感
を
有
す
る
と
共
に
、
当
時
の
中
国
民
衆
の
国
民
性
や
社
会
問
題
を
反
省
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

　

郭
沫
若
は
、
そ
も
そ
も
自
然
へ
の
帰
属
の
思
想
を
持
ち
、
大
量
の
筆
墨
を
用
い
て
日
本
の
自
然
の
美
し
さ
を
讃
え
続
け
た
。
し
か
し
、

「
留
別
日
本
」
は
以
前
の
作
品
と
違
っ
て
、
民
族
的
な
怒
り
を
含
め
た
特
別
な
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
郭
沫
若
の
別
の
側
面
か
ら
の
体

験
に
よ
っ
て
、
鬱
積
し
た
情
緒
が
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
は
日
本
人
か
ら
人
種
的
な
差
別
を
受
け
た
体
験
を
、「
日
本
人
は

中
国
の
こ
と
を
支
那
と
稱
す
る
。
本
来
「
支
那
」
と
い
ふ
の
に
は
何
等
悪
い
意
味
は
な
く
、
こ
れ
は
も
と
秦
の
字
の
音
が
変
化
し
た
の

だ
と
い
ふ
人
も
有
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
日
本
人
の
口
か
ら
出
る
場
合
に
は
、
欧
州
人
が
猶
太
人
を
ヂ
ュ
ー
と
呼
ぶ
の
よ
り
も
も
っ
と

下
等
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
訴
え
て
い
る）

（（
（

。
外
国
の
大
切
な
貴
賓
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
徐
志
摩
と
遥
か
に
異
な
っ
て
、
異
国
に
身

を
寄
せ
る
一
留
学
生
・
郭
沫
若
に
と
っ
て
日
本
に
対
す
る
認
識
は
、
真
っ
先
に
日
々
の
細
か
い
日
常
生
活
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
生
活
や
経
済
の
圧
力
、
前
途
が
見
え
な
い
苦
悶
な
ど
、
身
心
両
面
の
様
々
な
辛
い
体
験
は
、
自
伝
『
創
造
十
年
』
上
に
も
ほ
と
ば

し
る
。

（
一
）　

異
邦
と
故
国
：
鏡
と
し
て
の
日
本

　

以
上
取
り
上
げ
た
よ
う
な
日
本
体
験
は
、
彼
達
そ
れ
ぞ
れ
の
「
留
別
日
本
」
の
中
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
次
に
、
各
作
品
の
具
体

的
な
分
析
を
行
っ
て
い
く
（
次
ペ
ー
ジ
の
比
較
表
参
照
。
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連
を
示
す
。
傍
線
は
筆
者
）。

　

詩
人
の
立
場
か
ら
概
観
し
て
見
る
と
、
徐
志
摩
の
作
品
は
彼
が
中
国
で
深
い
印
象
を
残
し
た
日
本
を
回
想
す
る
の
に
対
し
て
、
郭
沫

若
の
作
品
は
彼
を
圧
迫
し
た
日
本
に
決
別
す
る
。
両
作
品
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
を
鏡
と
見
な
し
、
日
本
と
の
対
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中国と日本との対照

徐
志
摩
「
留
別
日
本
」：
異
邦
へ
の
憧
憬

郭
沫
若
「
留
別
日
本
」：
故
国
へ
の
回
帰

①
我
慚
愧
我
來
自
古
文
明
的
郷
國
，

　

我
慚
愧
我
脈
管
中
有
古
先
民
的
遺
血
，  

　

我
慚
愧
揚
子
江
的
流
波
如
今
溷
濁
，

　

我
慚
愧
―
我
面
對
著
富
士
山
的
清
越
！

　
　
　
　
　
　
　

⑥
為
此
我
羡
慕
者
島
民
依
舊
保
持
著
古
往
的
風
尚

　

在
樸
素
的
郷
間
想
見
古
社
會
的
雅
馴
，
清
潔
，
狀
曠

　

我
不
敢
不
祈
禱
古
家
邦
的
重
光
，
但
同
時
我
願
望

　

願
東
方
的
朝
霞
永
葆
扶
桑
的
優
美
，
優
美
的
扶
桑
！

②
你
們
島
國
的
風
光
誠
然
鮮
明
，
你
們
島
國
的
女
兒
誠
然
誠
懇
，

　

你
們
物
質
的
進
步
誠
然
驚
人
，
你
們
日
常
的
生
涯
誠
然
平
穩
；

　

但
是
呀
，
你
們
，
無
產
者
的
你
們
！
你
們
是
受
著
了
永
遠
的
監
禁
！

　
　
　
　
　
　
　

⑤
可
憐
呀
，
邪
馬
台
的
兄
弟
！　

我
的
故
山
雖
是
荊
棘
滿
途
，

　

可
是
那
兒
有
清
潔
的
山
茶
可
煎
。
那
兒
有
任
鳥
飛
的
清
空
，

　

那
兒
有
任
魚
遊
的
江
湖
，
那
兒
的
牢
獄
雖
有
如
無
。

日本のイメージ
　

我
記
得
扶
桑
海
上
的
朝
陽
， 

　
　
　

黄
金
似
的
散
布
在
扶
桑
的
海
上
；

　
　

我
記
得
扶
桑
海
上
的
群
島
，

　
　
　

翡
翠
似
的
浮
漚
在
扶
桑
的
海
上
― 

　
　
　
　

沙
揚
娜
拉
！ 　

　
　
　
　
　
　
　
「
沙
揚
娜
拉
十
八
首
」
第
一
連

③
新
式
的
一
座
文
明
監
獄
喲
！　
　
　

④
雖
然
有
有
為
之
人
想
破
獄
而
逃
，

　

前
門
是
森
嚴
的
黑
鐵
造
成
， 　
　
　
　

但
可
憐
四
方
的
監
牆
太
高
，

　

後
庭
是
燦
爛
的
黃
金
照
眼
。　
　
　
　

前
門
有
猙
獰
的
惡
犬
守
門
，

　

無
期
徒
刑
囚
的
看
守
人　
　
　
　
　
　

更
比
那
山
中
的
虎
狼
殘
暴
；

　

文
人
、
學
者
、
教
徒
、
藝
術
家
…　
　

你
們
竟
連
說
話
都
不
敢
大
聲
，

　

住
的
是
白
骨
砌
成
的
象
牙
宮
殿
。　
　

大
了
，
你
們
便
要
地
塗
肝
腦
。

徐
志
摩
：「
理
想
郷
」
と
し
て
の
「
扶
桑
」

郭
沫
若
：「
文
明
監
獄
」
と
し
て
の
「
邪
馬
台
国
」
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照
に
よ
っ
て
祖
国
を
顧
み
る
構
造
で
あ
る
。
詩
作
に
現
れ
た
異
邦
と
故
国
に
対
す
る
態
度
は
、
徐
志
摩
の
場
合
、
例
え
ば
第
一
連
と
第

六
連
で
、
彼
は
日
本
の
文
化
に
傾
倒
し
、
日
本
の
異
国
情
調
に
憬
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
祖
国
で
あ
る
中
国
へ
の
批
判
者
と
な
っ

て
、
現
実
の
中
国
に
対
す
る
不
満
を
持
ち
な
が
ら
古
典
文
化
の
盛
況
を
追
懐
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
詩
に
限
ら
ず
、
日
本
訪
問

を
語
る
講
演
稿
「
落
葉
」（
一
九
二
四
年
秋
作
）
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

　

日
本
人
の
天
災
に
打
ち
勝
つ
勇
猛
と
根
気
を
見
れ
ば
、
我
々
は
す
ぐ
に
我
々
の
困
窮
、
我
々
の
貧
乏
、
我
々
の
み
っ
と
も
無
さ

に
恥
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
物
質
上
の
貧
乏
で
は
な
く
、
こ
の
精
神
上
の
貧
乏
こ
そ
が
恥
じ
る
べ
き
も
の
だ
。
…
…
我
々
の
醜
態
は

す
で
に
う
ま
い
具
合
に
彼
ら
の
余
裕
と
対
照
的
に
な
り
、
我
々
の
精
神
生
活
は
充
分
な
修
養
を
有
し
て
い
な
い
。

　

逆
に
、
郭
沫
若
は
国
粋
主
義
の
よ
う
な
主
張
と
立
場
に
な
り
、
故
国
へ
早
く
帰
り
た
い
心
境
を
詠
っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
二
連
と
第

五
連
、
当
時
彼
の
目
に
映
じ
た
日
本
は
い
く
ら
先
進
的
で
美
し
い
と
言
っ
て
も
、
祖
国
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
国
で
あ
る
。
母
国
へ
飛
ん

で
い
く
「
回
帰
」
の
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
表
れ
た
心
境
は
、
自
伝
『
創
造
十
年
』
の
中
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、「
五
四
以
後
の
国
内
の
青
年
が
、
み
な
知
識
欲
に
駆
ら
れ
、
先
を
争
っ
て
外
国
に
走
っ
て
い
た
時
、
外
国
に
い
た
私
は
む
し
ろ
知

識
の
桎
梏
に
苦
し
ん
で
自
由
解
脱
を
求
め
、
国
へ
馳
せ
戻
っ
て
我
が
愛
す
る
人
の
懐
に
身
を
投
げ
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
」。
こ
の
よ

う
な
心
の
底
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
声
は
、
正
に
「
留
別
日
本
」
の
最
も
相
応
し
い
注
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）　
「
理
想
郷
」
と
「
文
明
監
獄
」

　

異
質
な
体
験
を
経
、
異
な
る
立
場
に
立
ち
、
相
違
す
る
態
度
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
詩
作
に
現
れ
た
「
心
象
風
景
」
い
わ
ゆ
る

「
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
」
も
は
る
か
に
両
極
端
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
中
国
の
古
典
文
献
や
伝
説
の
中
で
は
「
扶
桑
」
を
海
外
仙
境
と
称

し
、
そ
れ
を
世
の
中
の
楽
土
に
喩
え
る
の
が
よ
く
見
ら
れ
る）

（（
（

。
こ
う
い
う
伝
統
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

徐
志
摩
の
詩
に
現
出
す
る
日
本
像
は
ま
さ
に
「
扶
桑
」
の
よ
う
な
理
想
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
長
い
時
期
に
亘
っ
て
日

本
で
生
活
し
た
郭
沫
若
は
、
日
本
の
様
々
な
姿
を
目
撃
し
、
五
感
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
日
本
へ
の
「
賛
美
」
と
「
不
満
」

の
両
面
性
を
抱
い
た
が
、「
留
別
日
本
」
は
た
だ
長
期
間
鬱
積
し
て
い
た
苦
悩
や
不
満
や
不
自
由
な
ど
の
心
情
だ
け
を
吐
き
出
し
た
。
そ

の
ゆ
え
に
、
十
年
も
滞
在
し
た
日
本
は
彼
の
心
の
中
で
は
、
無
形
の
監
獄
と
な
っ
た
。「
留
別
日
本
」
は
彼
の
十
年
の
留
学
生
活
に
終
止
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符
を
打
っ
た
よ
う
な
象
徴
的
な
作
品
と
み
な
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

前
文
で
は
、
二
十
年
代
初
期
に
於
け
る
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
詩
論
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、「
留
別
日
本
」
を
書
い
た
時
期
に
至
っ

て
、
二
人
の
文
芸
観
に
は
ど
の
よ
う
な
転
換
が
起
こ
っ
た
か
を
検
証
し
た
い
。
こ
の
時
期
、
中
国
の
内
乱
や
民
族
の
発
展
に
関
わ
る
政

治
問
題
は
、
郭
沫
若
に
影
響
を
与
え
た
。
し
か
も
直
ち
に
彼
の
文
芸
観
に
反
映
し
た
。
一
九
二
三
年
九
月
九
日
『
上
海
週
報
』
第
十
八

号
に
発
表
し
た
「
芸
術
家
和
革
命
家
」
の
中
で
、「
芸
術
家
は
彼
の
芸
術
を
用
い
て
革
命
を
宣
伝
す
べ
き
で
あ
る
…
…
こ
の
よ
う
な
芸
術

家
は
彼
の
作
品
を
用
い
て
革
命
を
宣
伝
す
れ
ば
、
そ
れ
も
実
行
家
が
一
つ
爆
弾
を
持
っ
て
革
命
を
実
行
に
行
く
事
と
同
じ
よ
う
に
、
革

命
事
業
に
対
し
て
実
際
の
貢
献
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
早
期
の
詩
論
で
は
、
郭
沫
若
は
詩
の
本
体
の
芸
術
性
を
唱
え
る
。
一
九
二
三

年
に
至
る
と
、
文
学
の
社
会
性
を
重
視
、
文
学
者
の
社
会
的
な
責
任
を
強
調
し
始
め
た
。
更
に
、
二
四
年
五
月
か
ら
河
上
肇
の
『
社
会

組
織
と
社
会
革
命
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
文
芸
観
を
一
変
し
、
自
ら
「
一
マ
ル
キ
シ
ス
ト
に
な
っ
た
」
と
自
認

す
る
。
後
に
、
文
芸
の
社
会
的
使
命
と
革
命
性
を
文
学
創
作
の
信
条
と
し
た
。
徐
志
摩
と
郭
沫
若
を
比
べ
る
と
、
正
に
「
も
し
徐
志
摩

を
自
然
の
子
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
郭
沫
若
は
む
し
ろ
社
会
の
子
で
あ
る
は
ず
だ）

（（
（

」
と
感
じ
ら
れ
る
。
徐
志
摩
自
身
は
、
啓
蒙
家
的

な
役
割
を
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
普
遍
的
個
人
主
義
を
、「
私
は
、
人
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
嫌
い
な
個
人
主
義
だ
。

決
し
て
お
高
く
と
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
は
た
だ
個
人
だ
け
を
知
り
、
個
人
だ
け
を
は
っ
き
り
認
め
、
個
人
だ
け
を
信
用
し
て

い
る
」
と
提
唱
し
て
い
た）

（（
（

。
従
っ
て
、
同
じ
主
題
の
同
名
作
品
に
し
て
も
、
郭
沫
若
は
階
級
論
の
視
点
か
ら
日
本
を
批
判
し
、
革
命
者

の
姿
を
詩
作
に
呈
し
て
い
る
一
方
、
徐
志
摩
は
一
貫
し
て
自
ら
の
真
の
感
情
を
こ
め
て
日
本
に
対
す
る
思
い
を
作
品
に
詠
み
込
ん
で
い

た
。

四　
「
美
」
と
「
精
神
」
の
発
見
：
徐
志
摩
の
日
本
認
識　

　

以
上
、
徐
志
摩
と
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
を
比
較
し
て
み
た
。
一
九
二
〇
年
代
は
、
日
中
関
係
史
に
於
け
る
極
め
て
緊
張
し
た
時

期
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
徐
志
摩
の
作
品
の
中
に
は
、
郭
沫
若
の
よ
う
な
反
抗
や
敵
対
す
る
感
情
は
全
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆

に
非
常
に
純
粋
な
賛
美
と
憬
れ
だ
け
が
表
現
さ
れ
た
。
次
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
徐
志
摩
の
日
本
認
識
を
中
心
に
探
っ
て
み
た
い
。
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（
一
）「
芸
術
と
生
活
」
の
目
か
ら
観
察

　

一
九
二
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
徐
志
摩
は
清
華
大
学
に
て
英
語
で
「A

R
T

 A
N

D
 L

IFE

」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
こ

の
講
演
の
草
稿
は
郁
達
夫
の
手
を
経
て
、
創
造
社
の
『
創
造
季
刊
』（
第
二
巻
第
一
期
、
一
九
二
三
年
五
月
）
に
英
文
の
ま
ま
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
周
作
人
の
「
生
活
之
芸
術）

（（
（

」
よ
り
二
年
早
い
。
彼
は
こ
の
文
章
の
中
で
、
ま
ず
中
国
の
社
会
の
現
実
や
芸
術

の
現
状
を
概
観
し
、
真
の
芸
術
と
呼
ぶ
に
値
し
な
い
と
批
判
し
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
中
国
の
詩
人
の
中
で
、
李
白
を
除
け
ば
、
世

界
的
な
詩
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
洋
文
化
の
源
流
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
明
を
賞
賛
す
る
上
で
、
な

ぜ
中
国
に
は
西
洋
に
匹
敵
す
る
芸
術
が
な
い
の
か
、
と
問
い
質
す
。
彼
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
真
の
芸
術
が
な
い
の
は
、
人
生
と

芸
術
の
相
互
関
係
を
中
国
人
は
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。「
私
た
ち
に
芸
術
が
な
い
の
は
、
私
た
ち
に
人
生
が
な
い
た
め
で

あ
る
。
人
生
の
貧
乏
は
必
然
的
に
芸
術
の
貧
乏
を
生
む
」、
つ
ま
り
「
芸
術
は
人
生
の
反
映
で
あ
り
、
人
生
は
芸
術
に
対
し
て
責
任
を

負
っ
て
い
る
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
審
美
の
目
あ
る
い
は
審
美
意
識
こ
そ
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
美
し
い
も
の
に
対
す
る
繊
細
な
感
覚
は
、
強
い
知
性
や
道
徳
よ
り
も
は
る
か
に
人
生
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
実
り
多
い
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
周
作
人
も
「
生
活
之
芸
術
」
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
重
要
性
を
強
調
し
、
唐
代
の
文
化
を
受
け
継
い
で
い

る
日
本
文
化
は
生
活
上
の
芸
術
性
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
西
洋
で
習
得
し
た
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
徐
志
摩
の
「
芸
術
と
生
活
」

は
、
周
作
人
が
東
洋
文
化
を
体
験
し
た
上
で
生
ま
れ
た
「
生
活
の
芸
術
」
と
図
ら
ず
も
一
致
し
て
い
る
。
実
際
に
、
徐
志
摩
は
ま
さ
に

「
芸
術
と
生
活
」
の
視
点
か
ら
日
本
そ
の
国
の
生
活
、
文
化
を
観
察
し
て
い
た
。
彼
自
身
の
言
葉
か
ら
引
用
す
る）

（（
（

。

　

私
た
ち
は
私
た
ち
の
生
活
を
愛
し
、
美
の
原
則
を
日
常
生
活
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
彼
は
言
っ
た
…
…
私
は
自
分
の
固

陋
、
浅
薄
を
認
め
る
。
こ
の
度
日
本
を
見
て
初
め
て
生
活
に
は
美
の
可
能
性
が
あ
る
と
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
じ
め
て

タ
ゴ
ー
ル
の
話
は
嘘
で
は
な
い
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
私
た
ち
の
魂
に
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今
で
は
薄
く
な
っ
た
美

の
品
性
を
見
抜
い
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
祖
先
は
生
活
の
中
で
美
の
原
則
を
実
現
し
た
こ
と
を
見
抜
い
た
。

　

彼
の
言
う
通
り
に
、
徐
志
摩
は
日
本
訪
問
を
通
し
て
、
東
洋
の
生
活
の
美
の
可
能
性
を
新
た
に
認
識
し
、
現
実
の
中
国
に
存
在
し
て

い
な
い
芸
術
的
な
生
活
を
発
見
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
「
留
別
日
本
」
で
、「
日
本
体
験
」
を
生
き
生
き
と
し
た
文
辞
に
表
現
し
、

ま
た
唐
代
文
化
の
遺
風
で
あ
る
日
本
文
化
を
謳
歌
し
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）「
汎
愛
」
の
心
か
ら
感
受

　

徐
志
摩
は
「
芸
術
と
生
活
」
の
目
か
ら
日
本
を
見
る
だ
け
で
な
く
、「
汎
愛
」
の
心
を
持
っ
て
日
本
を
深
く
感
受
し
た
。
徐
志
摩
は
タ

ゴ
ー
ル
と
の
関
係
が
深
い
の
で
、
タ
ゴ
ー
ル
の
汎
愛
思
想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
彼
自
身
も
認
め
て
い
る
。
親
友
で
あ
る
胡
適
は
、

徐
志
摩
の
人
生
観
は
美
と
愛
と
自
由
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
彼
が
陸
小
曼
宛
の
書
簡
（『
愛
眉
小
札
』、
一
九
二
五
年
八

月
二
十
七
日
）
に
書
い
た
「
我
沒
有
別
的
辦
法
，
我
就
有
愛
；
沒
有
別
的
天
才
，
就
是
愛
；
沒
有
別
的
能
耐
，
只
是
愛
；
沒
有
別
的
動

力
，
只
是
愛
」
と
い
う
言
葉
は
彼
の
汎
愛
思
想
の
宣
言
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
徐
志
摩
は
一
九
二
四
年
北
京
師
範
大
学
で

行
っ
た
講
演
の
中
で
、
関
東
大
震
災
後
、
東
京
の
再
建
を
目
に
し
た
感
想
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

私
た
ち
中
国
人
は
災
難
の
中
で
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
き
た
。
…
…
し
か
し
、
こ
の
す
べ
て
の
災
難
を
合
わ
せ
て
も
、
私
た
ち
の

隣
人
が
一
年
前
に
遭
っ
た
災
難
に
匹
敵
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
は
人
類
の
忍
耐
力
の
極
限
を
超
え
た
と

私
は
断
言
で
き
る
。（
中
国
）
国
内
で
は
日
本
人
が
こ
ん
な
災
難
に
遭
っ
た
こ
と
を
喜
び
、
あ
い
つ
ら
は
そ
う
な
る
の
は
当
然
だ
と

言
う
人
が
い
る
。
こ
の
人
た
ち
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
か
け
、
良
心
が
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
事
を
協
和
病
院
の
先
生
に
お
願
い
し

た
い
も
の
だ
。
恐
ろ
し
い
運
命
の
前
で
、
全
人
類
は
山
の
中
で
大
き
い
雷
と
激
し
い
嵐
に
遭
う
羊
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
種
族
、

政
治
と
い
っ
た
偏
見
や
意
地
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
時
だ
ろ
う
か
？
…
…
私
の
日
本
に
来
る
前
と
日
本
を
見
た
後
の
見
解
は
全

く
違
う
。

　

創
造
社
の
成
仿
吾
も
筆
を
執
っ
て
東
京
大
震
災
を
語
っ
た
が
、
態
度
は
逆
で
「
我
々
は
た
だ
こ
の
光
景
を
一
度
想
像
し
さ
え
す
れ
ば
、

東
京
の
火
災
は
い
か
に
詩
の
趣
に
富
む
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
も
し
私
が
日
本
を
好
き
な
ら
ば
、
そ
れ
は
私
が
日
本
の
地

震
と
火
災
を
好
む
の
で
あ
る
。
…
…
東
京
の
今
回
の
天
災
は
本
当
に
私
に
多
い
陶
酔
の
享
楽
を
与
え
た
」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

（（
（

。

徐
志
摩
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
世
界
す
べ
て
の
人
間
は
平
等
で
、
種
族
や
政
治
な
ど
の
偏
見
は
一
切
捨
て
る
べ
き
、
大
震
災
が
あ
っ
た
日

本
を
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、
同
情
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
日
本
人
が
大
震
災
後
一
意
専
心
に
再
建
を
目
指
し
て
努
力
し
た
精
神

に
感
動
し
、
そ
れ
を
東
洋
精
神
の
勝
利
と
賞
賛
し
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
当
時
に
お
い
て
、
非
常
に
独
特
且
つ
得
難
い
見
方
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
天
災
後
の
日
本
人
の
努
力
の
姿
が
い
く
ら
徐
志
摩
を
感
動
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
、
関
東
大
震
災
の
時
に
日
本
人
が
中

国
人
を
虐
殺
し
た
事
件）

（（
（

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
徐
志
摩
の
与
り
知
ら
な
い
真
相
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に

　

中
国
人
は
『
山
海
経
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
昔
か
ら
深
い
関
心
を
持
っ
て
日
本
を
語
り
継
い
で
き
た
。
近
現
代
に
至
る
と
、
黄
遵
憲

の
『
日
本
国
誌
』
に
代
表
さ
れ
る
風
俗
記
や
、
王
韜
の
『
扶
桑
遊
記
』
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
記
や
、
戴
季
陶
の
『
日
本
論
』
に
代
表
さ

れ
る
考
察
論
、
ま
た
周
作
人
の
日
本
に
関
す
る
小
品
文
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
は
な
い
。
様
々
な
形
式
で
日
本
の
社
会
と
文
化
を
様
々

な
側
面
か
ら
論
じ
る
の
に
伴
い
、
中
国
人
に
お
け
る
日
本
像
も
虚
像
か
ら
実
像
へ
と
変
遷
し
、
近
代
中
国
知
識
人
の
「
日
本
体
験
」
も

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
徐
志
摩
と
郭
沫
若
は
、
近
代
詩
人
と
し
て
日
本
を
見
、
体
験
し
、
そ
し
て
各

自
理
解
し
た
日
本
を
詩
の
形
で
再
現
し
た
。
以
上
、
郭
沫
若
の
「
留
別
日
本
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
徐
志
摩
の
日
本
認
識
を
考
察
し
た
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
徐
志
摩
の
紀
行
詩
文
に
現
れ
た
日
本
像
は
、
日
本
で
長
く
生
活
し
た
作
家
達
の
複
雑
且
つ
変
化
に
富
む
も
の
と
は

異
な
り
、「
理
想
郷
」
の
よ
う
な
「
扶
桑
桃
源
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
の
幻
想
な
い
し
錯
覚
に
発
す
る
「
心
象
風
景
」
す
な
わ
ち

蜃
気
楼
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
日
本
認
識
が
形
成
さ
れ
た
底
に
は
、
彼
の
「
生
活
の
芸
術
」
の
理
念
と
「
汎
愛
」
の

思
想
が
伏
流
し
て
い
る
。
魯
迅
や
周
作
人
や
郭
沫
若
と
比
べ
て
、
徐
志
摩
の
詩
作
に
お
け
る
日
本
像
は
断
面
的
か
つ
単
純
と
は
言
え
、

近
代
中
国
知
識
人
の
日
本
観
の
一
側
面
と
し
て
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

注

（
１
）  

詩
集
『
雲
遊
』、
一
九
三
二
年
上
海
新
月
書
店
出
版
。
詩
作
「
雲
遊
」
は
最
初
に
「
献
詞
」
と
題
し
て
『
猛
虎
集
』（
一
九
三
一
年
八
月
、

新
月
書
店
出
版
）
に
収
録
、
後
「
雲
遊
」
と
改
名
、『
詩
刊
』
第
三
期
（
一
九
三
一
年
十
月
）
に
掲
載
。

（
２
）  

例
え
ば
、『
徐
志
摩
散
文
・
雲
遊
心
踪
』（
浙
江
文
芸
出
版
社
二
〇
〇
一
）、『
雲
遊
：
朋
友
心
中
的
徐
志
摩
』（
長
江
文
芸
出
版
社

二
〇
〇
五
）、『
雲
遊
・
海
韻
』（
江
蘇
鳳
凰
出
版
集
団
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）  

報
道
内
容
は
下
記
の
通
り
：「
十
八
日
午
後
四
時
香
港
か
ら
入
港
、
同
夜
十
二
時
出
帆
の
エ
ム
ブ
レ
ス
オ
ブ
・
カ
ナ
ダ
で
南
京
か
ら
或

る
使
命
を
帯
び
て
渡
米
す
る
と
傳
へ
ら
れ
た
る
徐
志
摩
、
王
徴
文
の
両
氏
が
神
戸
に
立
ち
寄
っ
た
、
徐
氏
は
文
士
、
王
氏
は
商
人
と
称
し
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三
月
間
米
国
を
漫
遊
す
る
の
だ
と
い
っ
て
真
意
を
吐
か
な
か
っ
た
時
節
柄
多
少
曰
く
づ
き
の
渡
米
ら
し
く
推
測
さ
れ
た
徐
氏
の
談
に

…
…
」

（
４
）  
一
九
三
二
年
刊
後
、
数
種
の
版
本
が
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
『
創
造
十
年
』
に
関
す
る
引
用
は
、
小
野
忍
、
丸
山
昇
訳
の
『
黒
猫
、
創

造
十
年
他
』（
東
洋
文
庫
一
二
六
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
５
）  

「
落
葉
」
は
、
徐
志
摩
が
一
九
二
四
年
、
北
京
師
範
大
学
で
行
っ
た
講
演
の
題
名
で
あ
る
。
そ
の
講
演
文
は
『
晨
報
六
周
年
記
念
増
刊
』

（
一
九
二
五
年
十
二
月
一
日
）
原
載
、
後
に
散
文
集
『
落
葉
』（
一
九
二
六
年
六
月
北
新
書
局
出
版
）
所
収
。
郭
沫
若
の
小
説
「
落
葉
」
は
、

上
海
『
東
方
雑
誌
』
第
二
十
二
巻
の
第
十
八
号
（
一
九
二
五
九
月
二
十
五
日
）、
第
十
九
号
（
十
月
十
日
）、
第
二
十
号
（
十
月
二
十
五
日
）、

第
二
十
一
号
（
十
一
月
十
日
）
原
載
、
後
に
単
行
本
『
落
葉
』
と
し
て
一
九
二
六
年
四
月
上
海
創
造
出
版
社
よ
り
出
版
。

（
６
）  

例
え
ば
、
渡
辺
新
一
氏
「
徐
志
摩
試
論
―
英
国
帰
り
詩
人
」（『
中
央
大
学
論
集
』
第
五
号
、
一
九
八
四
年
）、
星
野
幸
代
氏
博
士
論
文

『
徐
志
摩
と
新
月
社
―
近
代
中
国
の
文
芸
的
公
共
圏
』（
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）  

「
詩
人
和
詩
」、『
新
民
意
報
』
副
刊
『
朝
霞
』
第
六
期
（
一
九
二
三
年
六
月
）
原
載
。

（
８
）  

成
仿
吾
は
『
創
造
週
報
』
第
四
号
（
一
九
二
三
年
六
月
三
日
）
に
「
通
信
四
則
」
を
載
せ
、
公
開
状
と
い
う
形
で
反
論
を
行
っ
た
。

（
９
）  

郭
沫
若
『
三
葉
集
』（『
郭
沫
若
全
集
』
文
学
編
・
第
十
五
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
七
月
）。

（
10
）  

高
良
と
み
著
『
高
良
と
み
の
生
と
著
作
』（
二
〇
〇
七
年
、
ド
メ
ス
出
版
）、
第
七
巻
二
一
四
頁
を
参
照
。

（
11
）  

郭
沫
若
「
日
本
人
の
支
那
人
に
対
す
る
態
度
」（『
日
本
評
論
』
第
十
二
巻
第
十
号
一
九
三
七
年
）。

（
12
）  

例
え
ば
、（
漢
）
東
方
朔
の
『
海
内
十
洲
記
』
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。「
扶
桑
在
東
海
之
東
岸
，
岸
直
，
陸
行
登
岸
一
万

里
，
東
復
有
碧
海
。
海
広
狭
浩
汚
，
与
東
海
等
。
水
既
不
咸
苦
，
正
作
碧
色
，
甘
香
味
美
。
扶
桑
在
碧
海
之
中
，
地
方
万
里
。
…
…
是
以

名
为
扶
桑
仙
人
」。

（
13
）  

李
怡
著
『
中
国
現
代
新
詩
与
古
典
詩
歌
伝
統
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
第
二
二
九
頁
を
参
照
。

（
14
）  

徐
志
摩
「
列
寧
忌
日
―
談
革
命
」（『
晨
報
副
鐫
』、
一
九
二
六
年
一
月
二
十
一
日
）。　

（
15
）  

周
作
人
「
生
活
之
芸
術
」、『
語
絲
』
第
一
期
（
一
九
二
四
年
十
一
月
）
掲
載
。

（
16
）  

徐
志
摩
「A

rt and L
ife

」、『
創
造
季
刊
』
第
二
巻
第
一
期
（
一
九
二
三
五
月
一
日
年
）
掲
載
。
本
稿
は
、『
徐
志
摩
全
集
』（
天
津
人
民
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出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
版
）
第
一
巻
の
虞
建
華
、
卲
華
強
の
中
国
訳
版
を
参
照
。

（
17
）  

成
仿
吾
、「
東
京
」（『
創
造
週
報
』
第
二
十
三
号
、
一
九
二
三
年
）。

（
18
）  
こ
の
事
件
に
関
し
て
、
一
九
二
三
年
十
一
月
七
日
発
売
禁
止
と
な
っ
た
『
読
売
新
聞
』
は
「
支
那
人
惨
害
事
件
」
と
い
う
記
事
で
下
記

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
大
地
震
の
当
時
及
び
其
以
後
京
浜
地
方
に
於
て
日
本
人
の
為
に
惨
害
を
被
っ
た
支
那
人
は
、
総
数
三
百
人
位
に

上
る
で
あ
る
ら
う
と
の
事
で
あ
る
。
就
中
最
も
著
大
に
最
も
残
虐
な
事
実
は
、
九
月
五
日
府
下
南
葛
飾
郡
大
島
町
の
支
那
人
労
働
者
合
宿

所
に
於
て
多
数
の
支
那
人
が
何
者
に
か
鏖
殺
さ
れ
、
ま
た
同
月
九
日
右
支
那
人
労
働
者
の
間
に
設
け
ら
れ
た
僑
日
共
済
会
の
元
会
長
王
希

天
氏
も
、
亀
戸
署
に
留
置
さ
れ
た
以
後
生
死
不
明
と
な
っ
た
と
い
ふ
事
実
で
あ
る
。」

（
附
記
）
本
稿
は
、
九
州
中
国
学
会
第
五
十
八
回
大
会
（
二
〇
一
〇
年
五
月
十
五
日
、
於
熊
本
学
園
大
学
）
に
お
い
て
、「
雲
遊
詩
人
の
目
に
見

る
日
本
―
徐
志
摩
の
日
本
体
験
及
び
関
連
紀
行
詩
文
を
中
心
に
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
会

の
岩
佐
昌
暲
教
授
を
は
じ
め
、
ご
批
正
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、
中
国
国
家
建
設
高
水

平
大
学
公
派
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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